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はじめにはじめにはじめにはじめに

ここここのののの年年年年報報報報はははは、、、、平平平平成成成成２２２２５５５５年年年年中中中中ににににおおおおけけけけるるるる小小小小野野野野市市市市消消消消防防防防のののの主主主主なななな消消消消防防防防事事事事情情情情ににににつつつついいいい

てててて収収収収録録録録しししし、、、、今今今今後後後後のののの消消消消防防防防執執執執務務務務のののの参参参参考考考考にににに資資資資すすすするるるるととととととととももももにににに、、、、本本本本市市市市消消消消防防防防行行行行政政政政をををを広広広広

くくくく一一一一般般般般にににに紹紹紹紹介介介介しししし、、、、ごごごご理理理理解解解解いいいいたたたただだだだくくくく一一一一翼翼翼翼ににににななななれれれればばばば幸幸幸幸いいいいとととと編編編編集集集集ししししたたたたももももののののでででで

すすすす。。。。

皆皆皆皆様様様様ににににごごごご高高高高覧覧覧覧ののののううううええええ、、、、小小小小野野野野市市市市消消消消防防防防行行行行政政政政へへへへののののごごごご理理理理解解解解をををを賜賜賜賜りりりり、、、、基基基基礎礎礎礎資資資資料料料料とととと

してごしてごしてごしてご活用活用活用活用いただければいただければいただければいただければ幸幸幸幸いにいにいにいに存存存存じますじますじますじます。。。。

ななななおおおお、、、、火火火火災災災災、、、、救救救救急急急急、、、、救救救救助助助助はははは暦暦暦暦年年年年、、、、そそそそのののの他他他他のののの必必必必要要要要なななな資資資資料料料料ににににつつつついいいいててててはははは、、、、当当当当

該表該表該表該表にににに年月日年月日年月日年月日をををを記載記載記載記載いたしましたいたしましたいたしましたいたしました。。。。

　　　　　　　　平成平成平成平成２６２６２６２６年年年年７７７７月月月月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小野市消防本部小野市消防本部小野市消防本部小野市消防本部
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【指　令】



　化した工場企業群としての工業団地が、その勇姿を現し、東播磨内陸地域における中核

　的都市として飛翔しようとしています。

　　一方、小野市内には、恵まれた自然環境と貴重な数多くの文化財が残っていますが、

　その中で東播磨平野の一角に建てられた極楽山浄土寺は、我が国が誇る文化財の宝庫で

　あり、歴史上・学術上実に重要な価値を持っています｡

　どの家庭刃物や「播州そろばん」などの伝統工芸品を生み出してきました｡

　　この伝統技術は、時代の変遷とともに幾多の改良を重ねながら、今も伝統が息づく工

　匠の街として小野の金物や木工工芸品に受け継がれています。

　　近年、小野市は、中国自動車道や山陽自動車道の進捗にあわせて、都市基盤の整備が

　一段と進むとともに、先端技術・高度組立産業の導入が図られ、伝統的特産工業と一体

　県下最大の流域を持つ加古川が北から南へ流れ、左岸には河岸段丘が発達しています｡

　臨海部に比べると内陸性であるが､瀬戸内式気候に属し､温暖で暮らしやすい気候であり

　ます。

　　年間降水量は、平均約１,４００mmで全国的にみても少ない値となっています｡

　　小野市は、古来から加古川中流域の文化の中心部として栄え、鋏、鎌、包丁、剃刀な

　　小野市は、東播磨地域のほぼ中央に位置し､東経１３４度５６分､北緯３４度５０分の

　地点にあります｡市の面積は９３.８４ｋ㎡で､東西に１１.８ｋｍ､南北に１１.２ｋｍの

　ています｡

　広がりを有し､東と北は加東市、西は加西市、南は三木市及び加古川市にそれぞれ接し

　　小野市内の大部分は平地で､西南端の一部に老年期初期の山地があり､市域の西よりを

　　今年で小野市は、市制施行６０周年という節目の年を迎え、『人いきいき　まちわく

　わくハートフルシティおの』の理念を継続・発展させた「セカンド・ステージ」を基本

　理念とし、“誇りと信頼、希望に包まれた「愛着」の創造”をまちづくり方針に掲げて、

　市民の生涯にわたる幸せと活力ある憧れのまちを実現してまいります｡

　あり、歴史上・学術上実に重要な価値を持っています｡
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（平成2６年3月31日現在） （平成2６年3月31日現在） （平成2６年度） （平成2６年４月1日現在）
面面面面　　　　　　　　積積積積 人人人人　　　　　　　　口口口口 世世世世　　　　帯帯帯帯　　　　数数数数 予予予予　　　　　　　　算算算算 署署署署　　　　　　　　所所所所４９，９０３人 １９,０20,000千円 　消防本部　　　１
９３.８４ｋ㎡ 男性２４，３９１人 １９，１５１世帯 【うち消防予算】 　消防署　　　　１女性２５，５１２人    6４２,９５４千円 　分　署　　　　１

（平成26年4月1日現在） （平成26年4月1日現在） （平成26年4月1日現在） （平成２5年中） （平成２5年中）
消防車両消防車両消防車両消防車両 消防職員数消防職員数消防職員数消防職員数 消防団員消防団員消防団員消防団員 火火火火　　　　災災災災 救救救救　　　　急急急急その他の車両  １台 うち女性　　2人  うち女性   　１4人 損害額 6,291千円 現場まで平均　７．2分
（平成２5年中） （平成２5年中） （平成２5年中） （平成26年4月1日現在） （平成26年4月1日現在）
救救救救　　　　助助助助 そのそのそのその他他他他のののの災害災害災害災害 消防署消防署消防署消防署へのへのへのへの通報通報通報通報････問合問合問合問合せせせせ 自主防災組織数自主防災組織数自主防災組織数自主防災組織数 危険物施設数危険物施設数危険物施設数危険物施設数発生件数　　　２６件 発生件数　 　170件 １１９番    1,975件 婦人防火クラブ　　１ 製造所　　　　　　７活動件数　　　１０件 携帯１１９   851件 幼年消防クラブ　　６ 貯蔵所　　　　１７９救助人員　　　１０人 その他 　　3,962件 女性消防隊　　　　３ 取扱所　　　　１０８

発生件数    1,919件 うち建物火災    9件 搬送人員    1,834人定　員　　７００人 発生件数　   １８件消防車　　  １２台救急車　　 　 ３台 実　員　　６９7人

検索・危険火排除・危険物排除等

定　員　　  ６９人実　員　　  ６４人
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                  東分団特設部
東分団

西分団

　　　　　　　　　　　　　   

 加西市 加西市 加西市 加西市

加東市加東市加東市加東市

　　　　　 　西分団特設部
北分団

河合地区河合地区河合地区河合地区

大部地区大部地区大部地区大部地区

下東条地区下東条地区下東条地区下東条地区
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                　          　　         　  　　　中分団特設部
来住地区来住地区来住地区来住地区

　 　南分団 南分署
三木市三木市三木市三木市

加古川市加古川市加古川市加古川市

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

小野地区小野地区小野地区小野地区　　　　　　　南分団特設部　　　  
消防本部・消防署（小野市防災センター）

中分団

大部地区大部地区大部地区大部地区

市場地区市場地区市場地区市場地区
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構　　造 延　面　積鉄筋コンクリート造地上３階建鉄筋コンクリート造地上２階建
署　所 屈折はしご車 高規格救急車２ １ ３団本部 消防自動車数 小型動力ポンプ

常　備 消防職員 消防ポンプ車等 救助工作車64 ５ １非 分団数 消防団員数 軽四積載車

696.35㎡南　分　署 628番地の161 ４月１日小野市消防署 小野市池尻町 平成４年 510.85㎡
（平成２６年４月１日現在）

庁　舎　名 所　在　地 開署年月日 建築面積 3087.3㎡小野市消防本部・消防署 809 ４月１４日小野市防災センター 小野市王子町 平成２６年 1570.6㎡

 4

団本部 消防自動車数 小型動力ポンプ１ ５ ５４

救急搬送人員 １，８３４人 救急車利用 ２７人に１人
小野市の予算 １９，０２０，０００（千円） 市民1人あたり ３８１，０００円火災発生件数 １８件 火災出場 ２０．３日に１件救急発生件数 １，９１９件 救急出場１日あたり ５．３件
小野市の人口 ４９，９０３人 人口密度 ５３２人／ｋ㎡小野市の世帯数 １９，１５１世帯 １世帯あたりの人口 2.6１人

非常備 分団数 消防団員数 軽四積載車６ 697 ４９
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指導係指導係指導係指導係

予防課予防課予防課予防課

査察係査察係査察係査察係

消防係消防係消防係消防係

平成２６年４月１日現在

総務係総務係総務係総務係

指令係指令係指令係指令係

総務課総務課総務課総務課

消防本部消防本部消防本部消防本部
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消防署消防署消防署消防署

救助係救助係救助係救助係

救急係救急係救急係救急係

消防救急係消防救急係消防救急係消防救急係南分署南分署南分署南分署

救急課救急課救急課救急課

消防課消防課消防課消防課
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（人） （人） （人）（人） (件) （千円） (人) (件) (人)Ｓ４０ 36,695 8,103 17 1,414 46 3,655 26 31 　昭和40年4月Ｓ４５ 37,623 8,716 25 1,144 35 47,741 376 391 　　消防本部発足Ｓ５０ 40,576 9,815 31 1,060 25 5,647 1 730 680Ｓ５１ 42,251 10,368 30 1,060 40 17,859 719 680 　昭和41年12月Ｓ５２ 42,808 10,543 30 1,060 51 23,407 682 650 　　救急業務開始Ｓ５３ 43,232 10,735 32 1,060 68 40,558 713 700Ｓ５４ 43,496 10,908 32 1,060 57 23,146 687 682 　昭和46年6月Ｓ５５ 43,574 10,935 33 1,060 44 21,237 775 757 　　消防本部移転Ｓ５６ 44,408 11,560 34 1,060 56 37,550 1 738 719Ｓ５７ 44,914 11,804 36 1,060 55 125,784 717 718 　平成4年4月Ｓ５８ 45,258 11,950 36 1,060 64 47,872 819 804 　　南分署開設Ｓ５９ 45,546 12,108 38 1,044 51 17,571 814 808Ｓ６０ 45,686 11,704 39 1,044 63 136,283 1 852 861 　平成26年4月Ｓ６１ 45,963 12,377 39 1,044 64 72,307 6 863 870 防災センター開設Ｓ６２ 45,980 12,431 39 1,044 62 241,457 3 825 837 消防本部・消防署移転Ｓ６３ 46,098 12,570 41 1,044 48 64,978 1 865 873
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Ｓ６３ 46,098 12,570 41 1,044 48 64,978 1 865 873Ｈ１ 46,197 12,672 42 1,044 35 20,680 1 916 963Ｈ２ 46,410 12,889 45 1,044 42 77,376 1 958 983Ｈ３ 46,726 13,182 49 1,044 44 34,744 1,008 1,048Ｈ４ 47,203 13,536 51 1,044 31 30,588 1,049 1,084Ｈ５ 47,687 13,895 54 1,044 35 42,928 1 1,008 1,017Ｈ６ 48,116 14,238 56 1,044 70 22,433 1,032 1,061Ｈ７ 48,742 14,649 57 1,044 70 141,904 1 1,191 1,254Ｈ８ 48,995 14,900 58 1,044 76 369,276 1 1,250 1,292Ｈ９ 49,376 15,200 59 1,044 42 51,163 1 1,283 1,335Ｈ１０ 49,746 15,599 60 1,044 36 30,758 1,283 1,312Ｈ１１ 50,213 15,954 60 874 42 62,609 1,225 1,240Ｈ１２ 50,365 16,157 60 874 49 59,588 1 1,370 1,429Ｈ１３ 50,441 16,339 60 874 54 76,348 1 1,364 1,435Ｈ１４ 50,492 16,540 62 874 36 128,900 1 1,421 1,456Ｈ１５ 50,583 16,811 60 874 22 2,297 1 1,453 1,486Ｈ１６ 50,638 17,021 62 874 36 73,103 1 1,570 1,599Ｈ１７ 50,633 17,279 62 874 40 30,707 3 1,702 1,696Ｈ１８ 50,480 17,564 62 874 24 140,682 1 1,734 1,724Ｈ１９ 50,474 17,786 63 874 34 30,747 1,725 1,705Ｈ２０ 50,390 17,887 64 874 31 622,862 1 1,724 1,692Ｈ２１ 50,540 18,460 64 874 21 19,579 1,754 1,678Ｈ２２ 50,485 18,656 64 700 19 8,349 1,816 1,727Ｈ２３ 50,364 18,823 64 700 29 129,487 1 1,834 1,742Ｈ２４ 50,162 19,028 62 700 21 102,297 1,902 1,811Ｈ２５ 49,903 19,151 64 700 18 6,291 1,919 1,834　※　人口・世帯数は、3月31日現在　※　人口・世帯数は、3月31日現在　※　消防職員数・消防団定員数は、4月1日現在　※　火災件数・損害額・焼死者数・救急件数・搬送人員数は、1月1日から12月31日まで
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常備消防費

非常備消防費

消防施設費

水防費

（単位：千円）
　　　　　　　　　　　　　年 度 別

　

区　分

平成25年度 平成26年度 前年度比較 増減率

消　防　費 633,640 642,954 9,314 1.5%

一般会計 19,820,000 19,020,000 △ 800,000 -4.0%

537,818 565,339 27,521 5.1%

51,616 51,279 △ 337 -0.7%

43,986 26,186 △ 17,800 -40.5%

220 150 △ 70 -31.8%

消防費比率 3.2% 3.4% 0.2%

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000 平成26年度平成25年度642,954

633,640 565,339

537,818

51,279

51,616

26,186

（千円）

1

　　　　　　                  　　 年度別

 

区　分

平成２１年度 平成２２年度 平成２３年度 平成２４年度 平成２５年度

消防庁長官表彰 1

全国消防長会（功労、永年勤続） 6 5 6 6 2

全国消防協会表彰（優良消防職員）

2

県知事表彰（功労、永年勤続） 2 1 1 1 2

市長表彰（功労、永年勤続） 4

5

消防長表彰（功労、永年勤続） 4 1 3 4 4

署長表彰（功績） 6 2 1

0

100,000

200,000

300,000

消 防 費 常備消防費 非常備消防費 消防施設費 水防費
26,186

43,986

220150
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１９歳 1 1 19２０歳 0 0２１歳 1 1 21２２歳 1 1 22２３歳 3 3 69２４歳 1 1 24２５歳 2 2 50２６歳 0 0２７歳 2 2 54２８歳 2 2 56２９歳 2 1 1 58３０歳 2 2 60３１歳 2 2 62３２歳 2 2 64３３歳 2 2 66３４歳 1 1 34３５歳 1 1 35３６歳 1 1 36３７歳 2 2 74３８歳 1 1 38

（平成26年4月1日現在）　　　　　階級年齢 小　計 消防司令長 消防司令 消防司令補 消防士長 消防副士長 消防士 年齢合計

 8

３８歳 1 1 38３９歳 4 4 156４０歳 3 1 2 120４１歳 3 1 2 123４２歳 3 2 1 126４３歳 2 2 86４４歳 3 2 1 132４５歳 3 3 135４６歳 0 0４７歳 2 2 94４８歳 3 1 2 144４９歳 1 1 49５０歳 3 2 1 150５１歳 0 0５２歳 2 2 104５３歳 0 0５４歳 1 1 54５５歳 0 0５６歳 0 0５７歳 0 0５８歳 1 1 58５９歳 1 1 59６０歳 0 0合 計 64 1 7 17 27 2 10 2432

58.0 52.1 44.9 35.5 27.0 23.4 38.0平  均 58.0 52.1 44.9 35.5 27.0 23.4 38.0
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総合教育 1 0

0

1

2

1

1 1初任教育 4 1 1 1 1 2 61災害現場指揮科 1 1

1 1 1 18

1 1 1 12

1 1 8

1 1 1 1 1 12救急科（標準課程含む）
3 1 1 1 2 23救急Ⅱ課程 30

1 1 1 1 1 7

1 1 1 1 1 23

2 1 1 7

1 1 3

1 1 1 3

11

　　　　　　　　　　　　　   　          年度別 種　別 平　成２０年度 平　成２１年度 平　成２２年度 平　成２３年度 平　成２４年度 平　成２５年度 現職員累　計消防大学校
新任消防長科専科教育 警　防　科予　防　科救　助　科救  急  科緊急消防援助隊教育科　航空隊コース
危険物科火災調査科救急科特殊災害科救助科幹部教育 初級幹部科中級幹部科上級幹部科はしご自動車科

兵庫県消防学校

初　任　科
専科教育 警防科（警防課程含む）予防査察科（予防課程含む）

 9

11

2 1 9

2 39

2 2 1 1 1 1 8

1 1 1 1 1 9

1 1 1 1 1 1 8

4

1

4

3

0

2

1 1 1 3

6

1

1 1 7

13

3

1 2

1 1 1 24

特別教育 はしご自動車科潜水科ポンプ操法講習会惨事ストレス研修山岳救助技術研修

玉掛・クレーン技能講習

救急救命士養成課程予防査察基礎課程神戸市消防学校
予防課程救急Ⅱ課程救助課程警防課程警防小隊長課程警防指揮課程火災調査課程化学災害対応技術課程機械課程救急救命士養成課程救急救命士東京研修所救急救命士九州研修所追加講習
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69

64 1 7 17 27

1 1

16 1 5 6

9 1 2 2

16 3 4 6

7 1 1 5

15 1 5 8

条例定数 階　級　別　定　員　な　し職 員 数 2 10

（平成２６年４月１日現在）　        　　　      階　級  種　別 合　計 消　防司令長 消防司令 消　防司令補 消防士長 消　防副士長 消防士
2 2消防署 消防課 3救急課

消防本部 消防長総務課 4予防課
（平成２６年４月１日現在）区　　分 基　　準 現　　有 過　不　足 充　足　率

南分署 1

100%化学消防自動車 1 1 0 100%

署　所　数 2 2 0 100%消防ポンプ自動車 2 2 0

 10

車　　　　両
高規格救急車 3 3 0 100%屈折はしご車 1 1 0 100%救助工作車 1 1 0 100%指揮広報車 1 1 0 100%指令車 1 1 0 100%水槽兼薬液搬送車 － 1 － －貨物車（資機材搬送車） － 2 － －軽四積載車 － 3 － －非常用消防車 1 0 -1 0%非常用救急車 1 0 -1 0%

66.7%救助隊員 15 4 -11 26.7%

人　　　員
消防隊員 39 25 -14 64.1%救急隊員 18 12 -6指揮隊員 9 2 -7 22.2%通信員 5 6 1 120.0%合　　　計 100 64 -36 64.0%

予防要員 9 9 0 100.0%庶務の処理等の要員 5 6 1 120.0%
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大型特殊一種 0大型一種 1 6 18 26 1 2 54中型一種 1 7 18 27 2 1 56普通一種 1 7 18 27 2 9 64牽引一種 0自動二輪 1 2 5 13 1 22甲種 0乙種　１類 1 1 1 3乙種　２類 2 2 4乙種　３類 1 1 4 1 7乙種　４類 1 3 10 24 2 4 44乙種　５類 1 2 1 4乙種　６類 3 11 1 15丙種 5 12 3 20

1 2 2 1 6

1 1

1 2 3 1 7

1 2 2 5予防技術資格者（消防用設備等）

（平成２６年４月１日現在）        　　　      　　　階　級 種　別 消　防司令長 消防司令 消　防司令補 消防士長 消　防副士長 消防士 合　計自動車運転免許危険物取扱者消防設備士　乙種第６類消防設備士　乙種第７類予防技術資格者（防火査察）

 11

1 2 2 5

1 2 3 3 9

1 3 7 14 1 1 27

9 1 5 15

8 8

1 7 18 8 34

1 7 6 14

1 1

11 27 2 6 46

1 3 2 6

2 4 2 8小型移動式クレーン 3 13 7 23

3 13 7 23

3 17 1 2 23

2 1 3

1 2 2 5

1 4 3 8

1 1

1 1 2

予防技術資格者（消防用設備等）

潜水士

予防技術資格者（危険物）救急救命士救急科救急標準課程救急Ⅱ課程特殊無線従事者第１級特殊無線技士第２級特殊無線技士アマチュア無線技士小型船舶操縦士玉掛技能車両系建設機械運転技能ガス溶接特定化学物質等作業主任者２級ボイラー技士防災士
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整　備　事　業　名 場　　所 数　量 備　　　考

消防本部 1 軽四資器材積載車

消防団

東分団特設部

1 CD-Ⅰ

防災まちづくり事業 脇本町

防火水槽４０㎥級Ⅱ型 青野ヶ原町

防災まちづくり事業

消防・救急デジタル無線整備事業 消防本部 1

防災まちづくり事業

消防ポンプ自動車整備事業

2 防災基盤整備事業

神明部

 12

防災まちづくり事業

小型動力ポンプ整備事業

中町部

大開部

消防水利標識等設置事業 市内 65 消火栓・防火水槽路面表示
神明部

天神部

王子部

3 防災基盤整備事業

小型動力ポンプ積載車整備事業 2

防火水槽修繕工事 樫山町 1
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